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＜連絡事項＞
・12/7（火）、18（水）17:30～18:30メンタル3F会議室にて院内研修があります。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　文人様～兄様来院され10,000円持ち込みされています。
＜要注目患者様＞
・角濱　義弘様～日中はほぼ臥床ぎみで過ごされています。昼食時は声掛けしてますが、電話をしばらくしていた様子で他患者様より遅れて移動しています。レストランから戻り、昼食後薬服用に来られた際、電話について尋ねると 「ああ、弟からです。僕を心配して掛けてきてくれたんです。ありがたいです。兵庫でバスの運転手してるんですけど…仕事の合間に掛けてくれたんじゃないかと思って…本当にありがたい事です。」と話され、一時ホール内で書き物をして過ごされています。
・鈴木　知子様～左肩から両腋窩にかけての疼痛があるとの訴え聞かれていますが、本日は訴えなく、日課を過ごしています。下痢継続しているためセンナリド(12)　1T返却しています。
・吉田　光良様～空床は見られていますが、表情の硬さや妄想発言はなく、易怒性もありません。話しかけには穏やかに対応されています。

＜金Drケース検討・診察情報＞

・小笠原　文人様～気分高揚さは見られていますが、目立った奇異行動や独語も聞かれず口調も落ち着いて過ごされています。
・大上　なみ様～精神障害者手帳の診断書作成依頼を受けていますがその際に必要な証書は紛失した妄想発言は聞かれていますが、トラブルなく過ごされています。
・坂本　福子様～ＯＴ帰棟後頭痛の訴えあり11：30疼痛時）ロキソプロフェン(60)1T内服されています。
・角濱　義弘様～「ものすごい不安と気分の落ち込み襲われてあれだけ大好きだった外出もできなくなってしまった。日記も毎日書いていたのに全然かけなくなってしまって」不安、焦燥著しく、本人はこの状態を脱しようとするが更に強迫的になり自身を追い詰めている傾向にある。今回一時的にQTP300mg/dayまで増量し鎮静かけていく。診察時には焦燥感激しく主治医指示にて、筋肉注射）ジプレキサ筋注用（10）1A施行しています。となっています。明日からクエチアピン150mgから300mgへ増量。不安時）クエチアピン（25）1T　5回分処方（6時間空けて1日2回まで）となっています。12/6の外出はキャンセルとしています。
・柏木　教枝様～「外に出たいなと思う時がある。映画を見に行きたいです。」作業療法に参加したり、他患とも交流はあるよう。兄からのストレスを受けることなく生活できている。元々1か月程度の療養目的の入院であり退院日は12/23を予定。
＜深澤Ｄｒケース検討＞

・小田 タネ様～12/9　17：00より甥様含め担当医と面談予定となっています。
・山下　幸子様～青風荘の見学の前に、青陽館の見学、体験利用を進めていきます。
